
れ
、
予
防
策
を
施
し
た
サ
ロ
ン
へ
の

参
加
が
薦
め
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
っ
た

り
と
し
て
見
ら
れ
る
今
回
の
よ
う
な

上
映
会
は
効
果
的
だ
ろ
う
。

　

企
画
さ
れ
た
南
き
ら
く
サ
ロ
ン
代

表
の
加
藤
忠
司
氏
は
「
素
晴
ら
し
い

作
品
な
の
で
、
サ
ロ
ン
メ
ン
バ
ー
の

み
で
は
も
っ
た
い
な
く
、
何
人
か
の

市
、
社
協
、
民
児
協
等
の
方
々
に
声

掛
け
さ
せ
て
頂
い
た
。
他
で
の
上
映

会
の
機
会
が
広
が
れ
ば
喜
ば
し
い
。」

と
語
っ
た
。

11
月
7
日
、
福
祉
施
設
法
人
「
義

明
苑
ふ
く
と
み
」
が
場
所
を
提
供
し

て
い
る
梁
田
の
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

サ
ロ
ン
「
南
き
ら
く
サ
ロ
ン
」
に
て

定
例
食
事
会
の
あ
と
、
ド
ロ
ー
ン
で

空
撮
し
た
足
利
の
名
所
風
景
の
映
写

会
が
行
わ
れ
た
。

　

足
利
リ
ビ
ル
ド
の
会
吉
澤
菊
男
氏

の
作
品
と
な
る
足
利
の
名
所
旧
跡
の

美
を
捉
え
た
い
く
つ
か
の
作
品
の
公

開
上
映
会
で
あ
る
。
足
利
学
校
、
鑁

阿
寺
、
足
利
公
園
、
織
姫
山
、
織
姫

神
社
、
浅
間
神
社
、
樺
崎
寺
、
渡
良

瀬
橋
、
等
の
、
鮮
や
か
に
映
え
る
紅

葉
の
秋
や
満
開
の
桜
時
を
中
心
に
捉

え
た
映
像
を
、
心
地
よ
い
演
奏
会
の

如
き
B
G
M
を
伴
っ
て
会
場
の
4
K

の
大
型
テ
レ
ビ
に
て
視
聴
さ
せ
て
頂

い
た
。
普
段
見
慣
れ
て
い
る
風
景
も
、

ド
ロ
ー
ン
で
の
空
撮
と
な
る
と
全
く

異
な
っ
た
風
景
を
み
せ
て
く
れ
て
、

故
郷
の
美
の
再
発
見
に
も
な
っ
た
ひ

と
時
で
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
委
縮
し
て
外
出
し
な

い
で
い
る
と
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は

認
知
機
能
に
悪
影
響
が
出
る
と
言
わ

　

八
幡
宮
創
建
が1

0
5
6

年
と
す
る

物
と1

0
9
1

年
と
す
る
資
料
が
共
に

八
幡
宮
に
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
前

号
記
載
の
通
り
。

　

誹
り
覚
悟
で
敢
え
て
推
量
す
れ

ば
、
頼
義
義
家
一
行
が
前
九
年
役
の

為
に
足
利
を
兵
站
基
地
に
し
た
年
代

は
ほ
ぼ1

0
5
6

前
後
で
あ
る
こ
と
は

事
実
と
言
え
、
神
宮
寺
の
伝
承
か
ら
、

山
辺
に
源
氏
屋
敷
を
設
け
た
こ
の
時

に
、
守
り
神
と
し
て
の
八
幡
神
や
そ

の
本
地
仏
の
阿
弥
陀
仏
を
前
線
基
地

に
持
参
し
、
仮
の
御
堂
に
或
い
は
持

仏
と
し
て
お
祀
り
し
た
、
と
い
う
の

は
十
分
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て

前
後
両
役
も
終
わ
り
足
利
が
源
義
家

の
別
業
と
し
て
安
定
し
た1

0
9
1

年

に
、
儀
式
荘
厳
を
整
え
て
石
清
水
八

幡
宮
を
改
め
て
勧
請
し
た
、
と
推
量

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

延
文
記
録
は
山
辺
に
残
る
記
録
文

書
史
料
と
し
て
は
最
古
の
範
疇
に
入

る
か
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
、
内
容
も

尊
重
し
た
い
。

　

八
幡
神
社
の
文
化
財
は
延
文
記
録

の
他
に
、
県
指
定
の
本
殿
、
市
指
定

の
拝
殿
・
幣
殿
や
天
井
板
絵
等
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
江
戸
後
期
の
再
建
に

よ
る
物
だ
が
、
本
殿
外
壁
や
斗
組
の

彫
刻
群
を
始
め
と
し
て
素
晴
ら
し
く

見
事
な
も
の
で
、
江
戸
後
期
の
特
徴

が
良
く
表
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

又
、
八
幡
宮
の
宝
物
館
に
は
大
判

の
古
地
図
が
4
種
あ
る
。
複
製
の
物

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
最
も
古
い
も
の

は
「
天
正
古
地
図
」
と
言
わ
れ
る

1
5
8
0

年
代
作
の
足
利
庄
の
図
で
あ

る
。
こ
の
時
代
は
室
町
幕
府
の
代
官

と
し
て
足
利
を
治
め
た
長
尾
氏
の
末

期
に
当
た
る
。　
　

（
次
号
に
続
く
）

　

足
利
市
民
福
祉
大
会
が
11
月
8
日
、

市
と
市
社
協
等
7
つ
の
福
祉
団
体
の

主
催
、
自
治
連
等
10
団
体
の
後
援
で

プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
本
年
は
感
染
防
止
の
為
功
労
表

彰
と
祝
辞
を
主
体
に
進
行
。

　

本
市
で
は
平
成
11
年
に
福
祉
都
市

宣
言
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
の
人
が
相

互
の
信
頼
と
連
帯
を
基
本
に
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
共
に
理
解

し
支
え
あ
え
る
福
祉
社
会
造
り
を
目

指
し
て
い
る
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
福
祉
へ

の
理
解
を
深
め
、
福
祉
社
会
実
現
の

取
組
み
に
参
加
し
、
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
本
年
の
大
会

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

　

当
地
区
の
地
域
福
祉
功
労
受
賞
は

市
長
表
彰
1
名
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
2
名
が
受
賞
さ
れ
た
。

足
利
市
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
」

　
　
　

早
川
佳
子
さ
ん
（
西
新
井
町
）

　

老
人
給
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
25
年
、

現
在
も
同
運
営
委

員
会
副
委
員
長
と

し
て
活
躍
中
。
細

か
な
点
も
疎
か
に
せ
ず
、
配
慮
し
た

給
食
作
り
に
注
力
し
て
い
る
。

足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　

木
村
一
枝
さ
ん
（
堀
込
町
）

　

老
人
給
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
18
年
、

現
在
第
一
班
長
と

し
て
活
動
中
。
明

朗
快
活
、
積
極
的

な
性
格
で
、
お
弁
当
作
り
の
現
場
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
。

足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
」

　

柳
澤　

猛
さ
ん
（
中
川
町
）

　

地
区
社
協
理
事

と
し
て
事
務
局
入

り
し
て
11
年
、
多

岐
に
亘
る
事
務
局

業
務
を
補
佐
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
運
営
支
援
委
員
長
も

務
め
る
。
民
生
委
員
も
兼
務
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
第
三
波
の
拡
大
感
染
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。予
防
措
置
と
し
て
自
粛
・

中
止
と
し
た
も
の
。

・
10
月
文
化
祭
模
擬
店

・
11
月
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

・
12
月
第
2
回
理
事
会

・
歳
末
助
合
い
・
特
別
会
食
会

・
研
修
バ
ス
ツ
ア
ー

　
一
方
正
し
い
予
防
措
置
の
下
で

再
開
・
実
施
し
て
い
る
も
の
は
、

・
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス

・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

・
子
育
て
サ
ロ
ン
（
12
月
は
中
止
）

・
歳
末
助
合
い
・
特
別
友
愛
訪
問

・
各
町
内
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は

　

町
内
毎
の
判
断
。         

（
12/6
記
）

市長挨拶。壇上は団体別受賞代表者

大
会
宣
言
と
表
彰
式
主
体
に
て

大
会
宣
言
と
表
彰
式
主
体
に
て

第25回
福
祉
大
会

れ
、
予
防
策
を
施
し
た
サ
ロ
ン
へ
の

参
加
が
薦
め
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
っ
た

り
と
し
て
見
ら
れ
る
今
回
の
よ
う
な

上
映
会
は
効
果
的
だ
ろ
う
。

　

企
画
さ
れ
た
南
き
ら
く
サ
ロ
ン
代

表
の
加
藤
忠
司
氏
は
「
素
晴
ら
し
い

作
品
な
の
で
、
サ
ロ
ン
メ
ン
バ
ー
の

み
で
は
も
っ
た
い
な
く
、
何
人
か
の

11
月
7
日
、
福
祉
施
設
法
人
「
義

明
苑
ふ
く
と
み
」
が
場
所
を
提
供
し

梁
田
の
サ
ロ
ン
で

開
催

ド
ロ
ー
ン
空
撮
映
写
会

第20回

山
辺
の
文
化
遺
産
に

寄
せ
て

山
辺
の
文
化
遺
産
に

寄
せ
て

山
辺
賢
人
子

山
辺
賢
人
子

尊
重
し
た
い
。

　

八
幡
神
社
の
文
化
財
は
延
文
記
録

の
他
に
、
県
指
定
の
本
殿
、
市
指
定

の
拝
殿
・
幣
殿
や
天
井
板
絵
等
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
江
戸
後
期
の
再
建
に

第20回

山
辺
の
文
化
遺
産
に

山
辺
の
文
化
遺
産
に

山
辺
の
文
化
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産
に
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辺
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文
化
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に
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辺
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化
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文
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文
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文
化
遺
産
に

山
辺
の
文
化
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文
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文
化
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文
化
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山
辺
の
文
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辺
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文
化
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山
辺
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文
化
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山
辺
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文
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山
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文
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辺
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文
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山
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文
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山
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文
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山
辺
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文
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山
辺
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文
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遺
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山
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文
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山
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文
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山
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文
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山
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文
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山
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文
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山
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文
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山
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文
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山
辺
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文
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産
に

山
辺
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文
化
遺
産
に

山
辺
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文
化
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産
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山
辺
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文
化
遺
産
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山
辺
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文
化
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山
辺
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文
化
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山
辺
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文
化
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山
辺
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文
化
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山
辺
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文
化
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山
辺
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文
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山
辺
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文
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文
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辺
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辺
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文
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文
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山
辺
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文
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山
辺
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文
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山
辺
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文
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産
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山
辺
の
文
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遺
産
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山
辺
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文
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遺
産
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山
辺
の
文
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遺
産
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山
辺
の
文
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遺
産
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山
辺
の
文
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遺
産
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山
辺
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文
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遺
産
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山
辺
の
文
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遺
産
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山
辺
の
文
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遺
産
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山
辺
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文
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遺
産
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山
辺
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文
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遺
産
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山
辺
の
文
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遺
産
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山
辺
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文
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遺
産
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山
辺
の
文
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遺
産
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山
辺
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文
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遺
産
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山
辺
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文
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遺
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山
辺
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文
化
遺
産
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山
辺
の
文
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遺
産
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山
辺
の
文
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遺
産
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山
辺
の
文
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遺
産
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山
辺
の
文
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遺
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すなおな心（はい）
奉仕の心（私がします）

反省の心（すみません）
感謝の心（ありがとう）

謙虚な心（おかげさま）
山辺地区日常五心 
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今
年
も
地
域
福
祉
功
労
賞
を
３
名
受
賞

鑁阿寺の大屋根をドローンで
上から見ると（左）、こんなにも
縦長だったとは、驚き‼


